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日頃より大変お世話になっております。
このたび、山口県議会、会派「自民党」に合流させて頂
くことになりました。市議会時代も自民党会派でありまし
たが、自民党を取り巻く厳しい情勢や、政治への信頼の
揺らぎを前に、地方からこの国を立て直すには、今あえ
て“内側”から声を届け、政治のあり方を問い直す覚悟
が必要だと判断しました。信念を手放すつもりは一切あ
りません。これからも市民の声をまっすぐ届ける政治家と
して、現場第一で歩み続けます。今後ともご指導のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。
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山口県議会 　　　　　　　　会派に合流しました。「自由民主党」 　　

自民党 山口県防府市第二支部を設立、支部長に就
任。また、山口県連青年局次長も拝命しました。なぜ
私が自民党で闘うのか。それは、どんな時代でも崩れな
い「安定した政治基盤」がこの国には必要だからで
す。一時的なブームでできた政党は、今まではすぐに分
裂し大事な政策を進められないでいました。自民党は右
から左まで多くの意見がございます。今本当に必要なの
は、自民党の中で「保守本流」の声をもっと強くして
いく。現場の声と熱量を、国政に届けていくこと。私
は覚悟を持って、前へ。全力でやり抜きます！
政治をもっと身近に。
僕らで変える、日本の未来。
山口が動けば、日本が変わる。

自自由民主党 山口県連青年部・青年局大会

自由民主党山口県連 　　　　　　 　　を拝命しました。「青年局次長」



県内需要の最大化について
（１）食料自給率向上に向けた取組について
（２）県内産エネルギーの自給率向上に向けた取組について
（３）山口県のデジタル赤字対策について
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（１）食料自給率向上に向けた取り組みについて

戦後の農地改革により、多くの農家の自営化が実現したが、大規模化・機械化・効率化が進みにくい

体制が定着、1960年代後半には米の過剰生産が深刻となり、減反政策が導入、「自国の主食となる

農作物の生産抑制を制度化した例」は世界の中でも非常に珍しく食料自給率の低下（全国で平均３

８％）（山口県で３２％）農業生産基盤の強化や新規就農者の支援に今後どのように取り組むのか？

（答弁）遠隔操作や自動走行が可能なスマート農機の導入、気候変動に対応する品種の導入、
遊休資産となり使われなくなった中古の農業用機械を有効活用するシステムの創設

（２）県内産エネルギーの自給率向上に向けた取り組みについて

本県は副水素の供給ポテンシャルが高く純度も非常に高い、エネルギーの地産地消を進めていただきたい。

（答弁）水素を使った製品開発への補助金交付、新規参入を後押しするセミナー開催などを行
っている、水素エネルギーの利活用に向けた施策を需要と供給の両面から強化していく

（３）山口県のデジタル赤字対策について

日本全体のデジタル赤字が７兆円との報道、山口県では県予算の10％にあたる748億円の試算。しか

もこの数字にはデジタル決済は含まれていません。深刻化するデジタル赤字を減らすため県産キャッシュレス決

済プラットフォームの整備や、デジタル地域通貨の導入を！

（答弁）デジタル地域通貨などの導入は住民の消費データを施策立案に活かせるなどの効果が
期待できる。検討が進む中で新たな取り組みが可能になると考える国の検討状況、自治体の取
組など情報収集に努め対応を検討していく。

2025年6月２7日山口県議会一般質問

山口県議会議員 牛見航
自由民主党山口県防府市第二支部 支部長 / 自由民主党山口県連青年局次長 / 林英臣政経塾/龍馬プロジェクト 
全国若手議員の会/日本国防協会/一般社団法人シエン/昭和57年（1982年）1月30日生まれ / 戌年/水瓶座/AB型 
松崎幼稚園→小野保育園→小野小→小野中→西京高校 / 趣味：登山・俳句・映画鑑賞・犬好き（元保護犬とらじろう）
モットー：至誠通天・知行合一・積小為大 / 好きな言葉：何も咲かない寒い日は下へ下へと根を生やせいつか大きな花が咲く

観光・文化スポーツ部所管分質問
◯米国の関税措置の対応について
（質問）防府商工会議所が行ったトランプ
関税にかかるアンケートの実施結果に対し、
大変危惧している。→（答弁）特別窓口を
設置、資金繰り支援などを強化し、この制
度の周知をはかる。
◯デジタル・産業DXの支援について
（要望）わからないことがわからないという事
業者に対し人手不足や生産性向上等につな
がるDXのメリットをしっかり伝えて頂きたい。

産業労働部所管分質問
◯観光二次交通とMaaS等の取組
（質問）観光客が目的地にスムーズに移動、ま
た一元化された決済サービスMaaSなどの取組に
ついて→（答弁）公共交通機関へのICOCA導
入支援、デジタルチケットの導入、など利便性向
上に向けた取組を行ってきた。
◯スポーツフィールドやまぐち推進事業
（質問）アウトドア拠点整備などの状況について
→（答弁）キャンプ場やアウトドア施設の設備、
体験型のアクティビティの推進を進めている。

産業観光委員会
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